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令和2年度一般会計予算を議決

106億8800万円
　令和２年３月八頭町議会定例会は３月９日から３月25日までの17日間開催。

　議案６号～36号は総務教育・産業福祉、各常任委員会で審議。

　議案37号～ 62号は予算・決算に関する調査特別委員会で審議。

結果

　議案第５号人権擁護委員の推薦から議案62号までの57議案、追加議案３件を原案の

とおり可決。

　陳情５件を全て不採択として閉会した。

（歳入）

款
令和２年度

当初予算額

令和元年度

当初予算額
比　較

1 町税 1,295,250 1,273,754 21,496

2 地方譲与税 102,437 87,981 14,456

3 利子割交付金 1,554 4,207 △ 2,653

4 配当割交付金 7,097 7,094 3

5 
株式等譲渡所得割
交付金

7,108 7,105 3

6 
ゴルフ場利用税
交付金

1,502 1,840 △ 338

7 地方消費税交付金 332,045 266,446 65,599

8 
自動車税環境性能
割交付金

7,828 4,014 3,814

9 法人事業税交付金 3,281 0 3,281

10 地方特例交付金 8,755 26,462 △ 17,707

11 地方交付税 4,909,500 4,880,000 29,500

12 
交通安全対策特別
交付金

1,026 988 38

13 分担金及び負担金 32,566 38,833 △ 6,267

14 使用料及び手数料 67,615 67,396 219

15 国庫支出金 983,188 874,967 108,221

16 県支出金 1,056,562 1,078,255 △ 21,693

17 財産収入 35,741 34,863 878

18 寄附金 2,571 151 2,420

19 繰入金 470,602 563,702 △ 93,100

20 繰越金 70,000 70,000 0

21 諸収入 118,072 155,565 △ 37,493

22 町債 1,173,700 968,300 205,400

23 自動車取得税交付金 0 10,077 △ 10,077

合　　計 10,688,000 10,422,000 266,000

（歳出）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

款
令和２年度

当初予算額

令和元年度

当初予算額
比　較

1 議会費 98,346 98,180 166

2 総務費 1,269,589 1,364,740 △ 95,151

3 民生費 3,465,506 3,333,187 132,319

4 衛生費 795,908 660,950 134,958

5 農林水産業費 1,511,985 1,498,332 13,653

6 商工費 63,271 71,547 △ 8,276

7 土木費 810,164 867,818 △ 57,654

8 消防費 398,797 426,109 △ 27,312

9 教育費 1,015,175 823,615 191,560

10 災害復旧費 3 3 0

11 公債費 1,209,690 1,228,085 △ 18,395

12 予備費 49,566 49,434 132

合　　計 10,688,000 10,422,000 266,000

増減率 2.55%

・健全な財政運営

町全体の貸借対照表（平成31年３月31日現在）

資産　計　726億4511万円　　負債　計　199億8045万円

固定資産　670億9351万円　　固定負債　179億9351万円

流動資産　 55億5415万円　　流動負債　 19億8694万円

令和２年度　一般会計予算・款別予算一覧表
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質
疑
・
討
論

◇
議
案
第
９
号

八
頭
町
辺
地
に
係
る
総
合
整
備

計
画
の
変
更

質
疑

　

農
地
整
備
・
公
民
館
及
び
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
内
訳

は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

農
地
整
備
は
志
子
部
の
圃
場

整
備
。
運
動
場
・
駐
車
場
を
計

画
。

反
対
討
論　

小
原　

徹
也

　

町
道
森
原
線
を
議
決
し
請
負

費
が
削
除
さ
れ
た
中
で
、
住
民

に
説
明
責
任
を
果
た
さ
ず
補
正

予
算
議
案
が
上
程
さ
れ
理
解
で

き
な
い
。
新
た
に
、
辺
地
計
画

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と

は
何
か
。
住
民
に
説
明
な
い
中

で
住
民
か
ら
の
要
望
と
は
理
解

で
き
な
い
。

反
対
討
論　

岡
嶋　

正
広

　

辺
地
計
画
の
う
ち
下
野
辺
地

計
画
で
は
町
道
森
原
線
の
改
良

と
国
民
体
育
館
取
り
壊
し
、
そ

の
後
の
跡
地
公
園
計
画
等
変
更

取
り
や
め
の
説
明
が
曖
昧
で
、

住
民
と
の
意
見
交
換
も
な
い
ま

ま
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
計
画
の
進
め
方

に
反
対
す
る
。

◇
議
案
第
12
号

債
権
の
放
棄
（
簡
易
水
道
料
金

債
権
）

質
疑

　

町
に
損
害
を
与
え
た
責
任
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

債
権
者
と
話
を
し
、
任
意
競

売
に
参
加
す
る
も
配
当
無
し

等
、町
と
し
て
粛
々
と
手
続
き
・

協
議
を
し
て
き
た
。
町
長
と
し

て
の
責
任
は
考
え
て
い
な
い
。

反
対
討
論　

髙
橋　

信
一
郎

　

町
長
に
責
任
が
な
い
と
言
わ

れ
た
こ
と
に
納
得
出
来
な
い
。

役
所
の
業
務
で
起
き
た
問
題
や

損
失
は
役
所
に
責
任
が
あ
り
、

そ
の
組
織
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
町

長
の
責
任
は
間
違
い
な
く
あ

る
。
責
任
の
在
り
方
、
重
み
に

つ
い
て
一
考
し
て
頂
き
た
く
反

対
す
る
。

賛
成
討
論　

下
田　

敏
夫

　

こ
の
案
件
は
、
民
間
事
業
者

の
倒
産
に
よ
り
発
生
し
た
債
権

の
問
題
だ
。
行
政
の
責
任
で
は

な
い
。

令和２年度　予算会計別対前年度比較表

（単位：千円 , ％）

会　計　名 令和２年度 令和元年度
比　較

増減額 増減率

一般会計 10,688,000 10,422,000 266,000 2.6

国民健康保険特別会計 1,968,000 1,906,000 62,000 3.3

簡易水道特別会計 267,000 293,000 △ 26,000 △ 8.9

住宅資金特別会計 4,000 4,800 △ 800 △ 16.7

公共下水道特別会計 616,000 525,000 91,000 17.3

農業集落排水特別会計 716,000 630,000 86,000 13.7

介護保険特別会計 2,396,000 2,367,000 29,000 1.2

宅地造成特別会計 9,200 9,200 0 0.0

墓地事業特別会計 4,000 1,800 2,200 122.2

後期高齢者医療特別会計 198,300 188,700 9,600 5.1

上私都財産区特別会計 5,100 5,200 △ 100 △ 1.9

市場、覚王寺財産区特別会計 11 11 0 0.0

上津黒、下津黒財産区特別会計 2,500 2,000 500 25.0

篠波財産区特別会計 16,600 16,400 200 1.2

大江財産区特別会計 7,600 8,500 △ 900 △ 10.6

全 会 計 合 計 16,898,311 16,379,611 518,700 3.2
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反
対
討
論　

森　

亜
紀
子

　

町
に
何
ら
か
の
損
害
が
あ
っ

た
場
合
、
そ
の
責
任
は
町
長
に

あ
る
と
思
う
。
町
民
へ
の
誠
意

あ
る
対
応
も
必
要
。
今
後
は
再

発
防
止
に
向
け
て
十
分
に
話
し

合
い
、
早
期
の
対
応
を
求
め
た

い
。
町
民
約
１
７
０
０
０
人
の

暮
ら
し
の
中
の
責
任
を
強
く
感

じ
て
ほ
し
い
。

賛
成
討
論　

坂
根　

實
豊

　

本
件
。
質
疑
の
中
で
執
行
部

対
応
を
厳
し
く
追
及
し
て
き

た
。
平
成
20
年
か
ら
毎
月
２
万

円
の
水
道
使
用
料
金
回
収
不
能

額
を
。
が
、
採
決
に
あ
っ
て
賛

成
討
論
。
と
、す
る
。
つ
ま
り
、

債
権
者
は
倒
産
に
陥
っ
た
由
縁

に
因
る
。
町
行
政
が
困
窮
貧
困

で
破
産
宣
告
を
受
け
た
者
を
追

い
詰
め
過
ぎ
て
は
い
け
な
い
。

賛
成
討
論　

栄
田　

秀
之

　

本
案
は
、
倒
産
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
競
売
に
よ
る
配
当
は

ゼ
ロ
で
や
む
得
な
い
も
の
だ
。

抵
当
権
の
実
行
は
善
管
注
意
義

務
に
あ
た
り
、
賛
成
す
る
。

◇
議
案
第
13
号

町
有
財
産
（
土
地
）
の
処
分

質
疑

　

土
地
を
返
す
の
は
、
地
権
者

の
意
向
か
。
何
か
地
域
の
為
に

で
き
る
こ
と
を
考
え
た
の
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

地
権
者
と
協
議
・
合
意
し
た
。

具
体
的
な
も
の
は
無
い
と
い
う

こ
と
だ
。

◇
議
案
第
14
号

町
有
財
産
（
建
物
）
の
処
分
（
下

町
五
班
集
会
所
）

質
疑

　

他
に
も
同
じ
目
的
の
施
設
も

あ
る
が
、
な
ぜ
下
町
五
班
の
集

会
所
だ
け
な
の
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

譲
渡
の
申
請
が
出
た
の
で
、

手
続
き
を
し
て
い
る
。

反
対
討
論　

小
原　

徹
也

　

町
有
財
産
処
分
に
つ
い
て
同

僚
議
員
が
、
住
民
説
明
が
な

い
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
地
域

代
表
で
あ
る
議
員
の
発
言
を
聞

き
、
何
か
問
題
あ
る
と
感
じ
た
。

住
民
に
対
し
説
明
な
く
、
進
め

る
こ
と
に
納
得
で
き
な
い
為
だ
。

反
対
討
論　

岡
嶋　

正
広

　

地
元
住
民
に
知
ら
さ
れ
ず
物

事
が
進
め
ら
れ
、
話
し
合
い
の

場
で
の
説
明
で
は
す
で
に
決
定

済
み
と
の
こ
と
。

　

な
ぜ
こ
の
集
会
所
な
の
か
、

何
か
不
都
合
で
も
あ
る
の
か
と

聞
い
て
も
納
得
で
き
る
説
明
は

な
い
。

　

こ
の
事
案
の
出
発
点
が
説
明

と
違
う
。
反
対
す
る
。

◇
議
案
第
15
号

町
有
財
産
（
建
物
）
の
処
分
（
下

町
五
班
農
機
具
保
管
庫
）

質
疑

　

な
ぜ
、
こ
の
農
機
具
保
管
庫

な
の
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

関
係
行
政
区
か
ら
の
申
請
で

提
案
し
て
い
る
。

◇
議
案
第
16
号

八
頭
町
長
等
の
損
害
賠
償
責
任

の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
の

制
定

質
疑

　

条
例
の
第
二
条
は
ど
う
い
う

時
を
想
定
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

町
に
損
害
を
及
ぼ
す
こ
と
を

認
識
せ
ず
、
著
し
い
不
注
意
が

無
い
場
合
だ
。

◇
議
案
第
32
号

や
ず
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
博
物
館
条
例
の

一
部
改
正

質
疑

　

開
館
時
間
を
短
縮
す
る
の
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

利
用
実
態
に
合
わ
せ
て
、
提

案
し
て
い
る
。

質
疑

　

開
館
時
間
の
短
縮
に
よ
る
費

用
対
効
果
は
。
利
用
拡
大
の
Ｐ

Ｒ
に
努
め
た
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

施
設
の
運
営
コ
ス
ト
が
下
が

る
。
保
育
所
な
ど
に
案
内
し
、

定
期
的
に
来
場
が
あ
る
。

質
疑

　

土
曜
の
４
時
閉
館
は
早
い
の

で
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

現
地
の
利
用
状
況
を
見
て
、

平
日
は
３
時
、
土
日
・
祝
日
は

４
時
に
設
定
し
た
。

質
疑

　

現
場
の
人
と
の
話
の
内
容
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

開
館
時
間
の
事
で
、
平
日
10

時
～
15
時
。
土
日
・
祝
日
10
時

～
16
時
と
し
た
。

質
疑

　

こ
の
事
業
は
、
３
年
間
は
直

営
だ
が
、
時
間
短
縮
で
直
営
が

終
わ
る
の
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

竹
林
公
園
の
指
定
管
理
の
一

環
と
し
て
、
で
き
な
い
か
今
話

を
し
て
い
る
。

反
対
討
論　

栄
田　

秀
之

　

当
初
か
ら
こ
の
施
設
は
黒
字

の
難
し
い
事
業
計
画
で
あ
っ

た
。

　

開
館
時
間
の
短
縮
は
、
休
館

に
向
か
う
歩
み
が
危
惧
さ
れ

る
、
利
用
者
の
拡
大
に
努
め
る

こ
と
が
ま
ず
先
で
あ
る
、
よ
っ

て
本
案
に
反
対
す
る
。
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反
対
討
論　

岡
嶋　

正
広

　

職
員
の
報
酬
を
少
な
く
す
る

為
、
勤
務
時
間
を
変
更
す
る
と

い
う
こ
と
。

　

私
は
反
対
に
報
酬
を
多
く
し

も
っ
と
お
客
さ
ん
が
増
え
る
よ

う
な
仕
組
を
考
え
実
行
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
職
員
に
投
げ
か

け
る
こ
と
も
必
要
と
思
う
。

　

も
っ
と
集
客
努
力
す
べ
き
で

あ
る
。

◇
議
案
第
37
号

令
和
元
年
度
八
頭
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）

質
疑

　

町
道
森
原
線
の
中
止
の
理
由

と
、
地
域
住
民
へ
の
説
明
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

大
江
バ
レ
ー
ス
テ
イ
が
道
路

を
つ
く
ら
れ
、
道
路
２
本
は
必

要
な
い
と
の
判
断
。

質
疑

　

町
道
森
原
線
の
委
託
料
は
設

計
委
託
料
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

道
路
設
計
に
は
入
っ
て
な

い
。
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
体

育
館
の
取
り
壊
し
部
分
の
委
託

料
が
包
含
さ
れ
て
い
る
。

反
対
討
論　

小
原　

徹
也

　

補
正
理
由
は
、
想
定
し
な
い

民
間
道
路
が
で
き
た
為
。
町
道

計
画
の
質
疑
で
は
、
避
難
道
路

は
民
間
事
業
者
の
道
で
な
く
、

公
共
道
路
の
町
道
整
備
が
必

要
。
矛
盾
が
あ
り
、
最
優
先
す

る
べ
く
住
民
へ
の
説
明
が
な
い
。

◇
議
案
第
48
号

令
和
２
年
度
八
頭
町
一
般
会
計

予
算

質
疑

　

基
金
の
取
り
崩
し
、
２
年
度

は
何
の
事
業
に
使
う
の
か
。

　

基
金
取
り
崩
し
の
基
準
、
起

債
と
取
り
崩
し
の
関
係
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

緊
急
防
災
で
体
育
館
の
ト
イ

レ
等
洋
式
化
す
る
。

　

起
債
に
つ
い
て
は
有
利
な
条

件
。
基
準
は
一
般
財
源
が
不
足

の
時
対
応
。
安
易
な
基
金
の
取

り
崩
し
に
は
向
か
っ
て
は
な
ら

な
い
。

質
疑

　

町
税
の
増
は
、
固
定
資
産
税

か
。
寄
付
金
は
ふ
る
さ
と
納
税

の
増
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

新
築
家
屋
の
関
係
、
毎
年
35

件
か
ら
40
件
の
評
価
を
し
て
い

る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
も
、
少
し
ず

つ
増
え
て
い
る
。

質
疑

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
景
気
後

退
が
予
測
さ
れ
る
が
、対
応
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

町
税
・
固
定
資
産
税
・
町
県

民
税
も
あ
ま
り
影
響
は
な
い
。

　

地
方
譲
与
税
・
消
費
税
・
交

付
税
に
影
響
が
出
な
け
れ
ば
よ

い
が
。

　

今
は
、
推
移
を
見
守
る
。
影

響
が
あ
れ
ば
、
補
正
予
算
で
対

応
す
る
。

質
疑

　

本
年
度
の
森
林
環
境
譲
与
税

の
事
業
の
内
容
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

ド
ロ
ー
ン
の
購
入
。
森
林
従

事
者
へ
の
助
成
。
出
生
時
の
祝

い
と
し
て
積
み
木
の
オ
モ
チ
ャ

等
の
配
布
を
考
え
て
い
る
。

質
疑

　

辺
地
計
画
に
あ
る
公
園
整
備

事
業
は
、地
元
か
ら
の
意
見
か
。

　

社
会
体
育
施
設
の
撤
去
は
、

な
ぜ
撤
去
す
る
の
か
。
利
用
で

き
る
よ
う
な
努
力
は
し
た
の

か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

地
域
の
皆
様
の
声
で
。
体
育

館
跡
地
の
公
園
整
備
に
取
り
組

む
。

反
対
討
論　

小
原　

徹
也

　

事
業
内
容
は
、
大
江
国
民
体

育
館
を
解
体
処
分
し
、
跡
地
に

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
整

備
す
る
も
の
。
経
過
は
、
議
案

９
号
・
37
号
の
と
お
り
。
当
初

の
想
定
と
若
干
違
い
、
周
辺
施

設
に
大
き
な
変
化
が
あ
る
中

で
、
地
域
へ
の
丁
寧
な
説
明
は

な
い
。

反
対
討
論　

岡
嶋　

正
広

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬

を
調
査
す
る
と
、
各
課
全
体
で

勤
務
時
間
を
減
ら
し
報
酬
削
減

を
行
な
っ
て
い
る
。
今
ま
で
の

職
務
に
時
間
制
限
が
加
わ
り
負

担
が
増
え
る
。

　

国
の
指
導
に
も
か
か
わ
ら
ず

任
用
職
員
に
負
担
の
押
し
付
け

を
行
な
っ
て
い
る
。
反
対
だ
。

賛
成
討
論　

森　

亜
紀
子

　

本
当
に
大
き
な
予
算
。
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
思
い
も

あ
る
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

な
ど
不
測
の
事
態
も
起
こ
っ
て

い
る
。
速
や
か
な
対
応
を
お
願

い
す
る
。

▲　利用者の拡大を（ミニＳＬ博物館）
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▲　八頭町ふるさと納税返礼品

補
正
予
算

◇
議
案
第
４
号

令
和
元
年
度
八
頭
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

歳
入
歳
出
の
予
算
総
額
の
変

更
は
な
し
。

（
主
な
歳
出
）

○
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
の
増

加
に
伴
う
関
係
経
費

 

２
６
０
９
万
円

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得

促
進
の
た
め
の
機
器
導
入
に
係

る
関
係
経
費　
　
　
　

43
万
円

質
疑

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
の
見

込
み
額
が
６
、
０
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
委
託
先
の
Ｐ

質
疑

　

大
型
車
通
行
が
不
能
で
あ
る

と
い
う
因
果
関
係
は
。

答
弁　

建
設
課
長

　

長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
て

直
す
の
も
耐
用
年
数
で
は
な
く

通
行
に
支
障
が
あ
る
か
、
安
全

に
通
行
で
き
る
が
課
題
だ
。

反
対
討
論　

小
原　

徹
也

　

内
訳
及
び
増
嵩
金
額
な
ど
が

判
断
で
き
な
い
。

◇
議
案
第
３
号

町
道
ホ
ウ
キ
線
道
路
災
害
復
旧

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

〈
変
更
前
〉

 

６
８
０
６
万
２
６
８
０
円

〈
変
更
後
〉

 

６
７
８
４
万
８
８
４
０
円

〈
増
額
〉

 

21
万
３
８
４
０
円

○
契
約
の
相
手

岡
島
建
設
・
中
田
組
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体

代
表
者　

岡
島
建
設
有
限
会
社

　

代
表
取
締
役　

岡
島　

勝
宏

○
工
期

令
和
２
年
３
月
27
日
ま
で

令
和
２
年

第
１
回
臨
時
会

１
月
31
日

契　

約

◇
議
案
第
１
号

八
頭
町
移
動
系
デ
ジ
タ
ル
防
災

行
政
無
線
整
備
工
事
請
負
変
更

契
約
の
締
結

車
載
型
無
線
機
を
一
部
、
携
帯

型
無
線
機
へ
変
更
す
る
。

○
契
約
の
相
手

ビ
ー
フ
リ
ー
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

永
田　

正
一

◇
議
案
第
２
号

麻
生
道
路
災
害
復
旧
工
事
請
負

変
更
契
約
の
締
結

〈
変
更
前
〉

 

５
２
７
０
万
４
０
０
０
円

〈
変
更
後
〉

 

５
８
７
１
万
９
９
０
０
円

〈
増
額
〉

 

６
０
１
万
５
９
０
０
円

○
契
約
の
相
手

八
田
建
設
・
松
田
組
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体

代
表
者　

株
式
会
社
八
田
建
設

　

代
表
取
締
役　

八
田　

光
義

○
工
期

令
和
２
年
３
月
30
日
ま
で

質
疑

　

増
額
金
の
判
断
が
出
来
な
い

の
で
、
工
種
の
内
訳
を
示
す
べ

き
で
は
。

答
弁　

建
設
課
長

　

土
工
は
、
約
２
０
０
万
円
、

法
面
工
は
、
20
万
円
、
土
留
め

工
は
、
70
万
円
余
り
、
地
下
水

排
除
工
10
万
円
、
舗
装
工
40
万

円
余
り
の
増
額
、
地
下
水
排
除

工
は
約
10
万
円
の
減
額
、
全
体

の
工
事
費
で
３
５
０
万
円
程
度

と
、
諸
経
費
を
加
え
６
０
１
万

円
余
り
。

質
疑

　

現
場
の
盛
り
土
材
料
は
、
購

入
土
で
設
計
な
の
か
。

　

現
場
の
発
生
土
、
流
用
す
る

こ
と
を
考
え
な
か
っ
た
の
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

水
抜
け
の
い
い
土
、
真
砂
土

を
採
用
し
た
。

　

水
が
回
っ
て
い
る
土
で
、
使

用
で
き
な
い
と
判
断
し
た
。

Ｒ
な
の
か
、
返
礼
品
が
魅
力
あ

る
商
品
に
な
っ
た
の
か
、
増
と

な
っ
た
理
由
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

Ｐ
Ｒ
の
関
係
で
増
え
た
の
で

は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

質
疑

　

社
会
保
障
税
番
号
制
度
事
業

の
マ
イ
ナ
ア
シ
ス
ト
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
は
ど
う
な
の
か
。

答
弁　

町
民
課
長

　

公
衆
回
線W

i-F
i

を
利
用

し
て
飛
ば
し
、
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
ま
で
高
度
な
暗
号
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
通
信
す
る
。
そ
れ
を

使
う
の
で
特
に
問
題
な
い
。
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行
政
調
査
研
修
視
察
報
告

令
和
２
年　

３
月
定
例
会

～
産
業
福
祉
常
任
委
員
会
～

視
察
日
程
・
視
察
先

２
月
４
日　

奈
良
県
天
川
村

２
月
５
日　

岡
山
県
美
作
市

（
１
）
奈
良
県
天
川
村

●
視
察
目
的

◇
当
村
の
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促

進
事
業
の
導
入
に
伴
う
運
用
な

ど
の
事
業
展
開
を
視
察
し
て
本

町
行
政
の
施
策
に
反
映
さ
せ
る

た
め
。

●
調
査
の
内
容

◇
人
口
１
４
２
２
人

森
林
面
積
１
７
１
・
５
㎢

◇
平
成
28
年
度
の
天
の
川
温
泉

施
設
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
改
修
を
機

に
、
重
油
ボ
イ
ラ
ー
を
薪
ボ
イ

ラ
ー
に
置
き
換
え
、
環
境
保
全

に
取
り
組
む
実
態
を
調
査
。

◇
こ
の
温
泉
施
設
へ
薪
を
供
給

す
る
た
め
、
廃
校
と
な
っ
た
旧

天
の
川
小
学
校
体
育
館
が
バ
イ

オ
マ
ス
生
産
供
給
施
設
と
し
て

改
修
済
み
だ
っ
た
の
で
実
地
調

査
を
行
っ
た
。

◇
薪
の
原
木
は
、
村
民
や
林
業

事
業
体
が
生
産
供
給
施
設
に
持

ち
込
ん
だ
原
木
を
地
域
振
興
券

で
買
取
り
、
村
内
の
店
舗
で
利

用
す
る
こ
と
で
地
域
経
済
の
活

性
化
に
繋
げ
て
い
る
こ
と
も
担

当
課
か
ら
聞
い
た
。

◇
平
成
29
年
度
か
ら
指
定
管
理

者
制
度
に
よ
り
、
温
泉
施
設
運

営
を
民
間
業
者
に
委
託
、
温
泉

施
設
へ
の
薪
の
販
売
を
開
始
し

た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

◇
燃
料
を
薪
に
換
え
る
こ
と
で

Co
2

の
排
出
効
果
と
し
て
概
ね
41

kl
の
試
算
を
計
画
。

◇
今
後
の
課
題
と
し
て
、
現
状

は
搬
出
し
や
す
い
山
林
か
ら
原

木
を
運
搬
し
て
貰
っ
て
い
る
た

め
、
や
が
て
搬
出
が
困
難
と
な

り
薪
の
生
産
量
も
減
少
す
る
。

民
有
林
間
促
進
事
業
や
産
材
流

通
促
進
事
業
な
ど
の
村
の
単
独

補
助
事
業
で
、
個
人
の
搬
出
間

伐
を
支
援
す
る
制
度
の
取
り
組

み
を
始
め
て
い
る
。

●
視
察
研
修
を
終
え
て
の
感
想

　

村
民
の
意
識
を
森
林
に
集
中

さ
せ
る
こ
と
、
林
地
残
材
の
有

効
活
用
を
通
し
て
地
域
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
な
ど
に
は
感
心

し
た
。
廃
校
施
設
を
利
用
し
て

の
バ
イ
オ
マ
ス
生
産
供
給
の
発

想
は
多
い
に
学
ぶ
べ
き
だ
と
感

じ
た
。

（
２
）
岡
山
県
美
作
市

●
視
察
の
目
的

　

当
市
が
導
入
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に

よ
る
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
を
調

査
し
、
本
町
の
行
政
施
策
に
反

映
さ
せ
る
た
め
。

●
視
察
の
内
容

◇
５
町
１
村
が
合
併
（
平
成
17

年
３
月
31
日
）。

人
口
２
７
８
１
６
人

森
林
面
積
３
２
８
・
４
㎢

◇
従
来
、
捕
獲
さ
れ
た
鳥
獣
は

猟
師
に
よ
り
自
己
処
理
が
さ
れ

て
い
た
。
猟
師
の
見
廻
り
に
は

多
大
な
労
力
が
費
や
さ
れ
、
問

題
解
決
を
図
る
た
め
と
食
肉
処

理
施
設
の
整
備
に
繋
が
り
、
雇

用
の
創
出
と
新
た
な
資
源
を
生

み
出
す
一
環
と
し
て
良
質
な
個

体
を
確
保
、
ジ
ビ
エ
の
利
活
用

が
可
能
と
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
を
探

し
て
い
た
の
が
発
端
。

　

当
市
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
地
方

イ
ン
フ
ラ
構
築
支
援
の
フ
ォ
レ

ス
ト
シ
ー
（
株
）
は
、
鳥
獣
被

害
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
同

社
に
よ
り
開
発
し
た
野
生
動
物

の
捕
獲
を
感
知
す
る
「
オ
リ
ワ

ナ
通
信
」
を
平
成
30
年
度
か
ら

導
入
し
て
檻
や
罠
の
作
動
状
況

が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
監
視
が
可

能
に
な
っ
た
経
緯
の
説
を
受
け

た
。

◇
鳥
獣
捕
獲
頭
数
減
少
目
標

は
、
令
和
５
年
ま
で
に
半
減
を

目
途
と
し
て
い
る
。

◇
「
オ
リ
ワ
ナ
通
信
」
採
用
前

と
後
と
の
変
化
は
、
捕
獲
が
即

判
明
し
搬
入
率
が
向
上
し
た
。

鳥
獣
管
理
担
当
者
や
捕
獲
従
事

者
の
管
理
負
担
が
大
幅
に
軽
減

で
き
た
。
必
然
的
に
猟
師
間
で

カ
バ
ー
し
合
え
る
効
用
も
生
ま

れ
た
。

●
視
察
研
修
を
終
え
て
の
感
想

　

当
市
の
取
組
に
続
い
て
、
同

県
の
真
庭
市
が
機
械
を
導
入
、

他
自
治
体
で
も
効
用
を
認
め
て

い
る
。
本
町
で
も
フ
ォ
レ
ス
ト

シ
ー
（
株
）
の
「
オ
リ
ワ
ナ
通

信
」
に
限
ら
ず
、

予
算
も
手
頃
な

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
が

働
く
機
械
の
導

入
を
図
る
こ
と

で
、
よ
り
効
率

的
な
狩
猟
の
形

態
を
作
り
、
鳥

獣
被
害
の
防
止

対
策
に
役
立
て

る
こ
と
は
ジ
ビ

エ
活
用
と
併
せ

て
大
変
意
義
の

あ
る
施
策
の
展

開
に
な
る
の
で

は
と
感
じ
た
。

▲　担当課長の説明を受ける委員（天川村バイオマス工場）
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ここが聞きたい

一 般 質 問

テーマ 質問事項 質問者 頁

ま

ち

づ

く

り

スポーツを通じたまちづくり 奥田 9

本町の持続可能な未来のために、今後取

り組む環境施策
尾島 10

同和問題解決に向けた行政施策及び人

権教育
岡嶋 11

新年度予算 小倉 13

環境問題と安全安心な社会づくり 小倉 13

公共交通のあり方 森 14

まちづくり委員会未実施地区の進捗状況 森 14

循環型社会 中村 15

「全国首長九条の会」への認識及び参加

の是非
川西 16

八頭町総合計画（後期基本計画） 髙橋 17

令和２年度予算 栄田 18

第２次総合計画後期基本計画（案） 栄田 18

公共施設総合管理計画 栄田 18

テーマ 質問事項 質問者 頁

産
業
・
観
光

森林経営管理制度及び環境税と環境譲与税 岡嶋 11

森林業行政の在り方 小原 12

町のＰＲ 森 14

鳥獣による景観悪化への防止対策 川西 16

福
祉
・
医
療

高齢者の居場所づくり 中村 15

教
育

全国学力・学習状況調査及び県内実施
予定の同調査への参加の是非

川西 16

➡

自
治
功
労
表
彰

　

自
治
功
労
と
し
て
次
の
と
お
り
表
彰
さ
れ
た
。

○
全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

・ 

町
村
議
会
議
員
と
し
て
15
年
以
上
在
職
し
、
功
労
の

あ
っ
た
者

　

小
倉
　
一
博
　
議
　
員

10人が

一般質問

しました。
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▲　4月に完成した八東川水辺プラザ管理棟

奥田　のぶよ　議員

ス
ポ
ー
ツ
と

ま
ち
づ
く
り

施設の整備、充実は

教育長/
2033年の２巡目国体開催

　　予定に向けて検討する

質
問

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
問
う
。

①
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推

進
は
。

②
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
、
充

実
は
。

③
健
康
づ
く
り
事
業
と
ス
ポ
ー

ツ
関
連
事
業
の
連
携
は
。

④
指
導
者
の
育
成
は
。

⑤
ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の
支
援

は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

や
高
校
、
大
学
の
ス
ポ
ー
ツ

サ
ー
ク
ル
な
ど
、
合
宿
誘
致
の

取
組
を
展
開
す
る
。

　

官
民
一
体
と
な
っ
て
ス
ポ
ー

ツ
を
核
と
し
た
交
流
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
、
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
設
立
を
調
査
、研
究
す
る
。

②
跡
地
利
用
の
活
用
は
施
設
の

あ
り
方
も
含
め
て
検
討
す
る
。

③
関
係
課
が
連
携
を
と
り
健
康

づ
く
り
事
業
に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

を
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
事
業
に
健

康
づ
く
り
を
取
り
入
れ
る
よ
う

検
討
し
た
い
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

②
２
０
３
３
年
に
２
巡
目
の
国

体
が
鳥
取
県
で
開
催
予
定
だ
。

ホ
ッ
ケ
ー
場
な
ど
の
施
設
整
備

を
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
な
ど
の
動
向

も
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

④
鳥
取
県
体
育
協
会
主
催
研
修

会
が
年
４
回
あ
り
、
日
本
ス

ポ
ー
ツ
協
会
公
認
指
導
者
は
最

低
１
回
受
講
し
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
関
係
者
も

認
定
員
養
成
の
講
習
会
及
び
東

部
地
域
の
合
同
研
修
に
毎
年
参

加
し
、
知
識
と
技
術
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
。

⑤
本
町
体
育
協
会
は
16
競
技
の

専
門
部
が
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
は
13
団
体
あ
り
、
団
体
と

は
情
報
共
有
し
、
大
会
な
ど
の

協
力
や
日
々
の
活
動
に
支
援
し

て
い
る
。

質
問

　

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
を
誘
致
す
る

窓
口
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

主
は
企
画
課
だ
が
、
商
工
観

光
室
、
さ
ら
に
は
教
育
委
員
会

と
連
携
を
と
り
た
い
。

質
問

　

本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

の
策
定
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

町
長
部
局
と
教
育
委
員
会
部

局
と
で
調
査
し
た
い
。

質
問

　

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
商
品
の
開
発
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

隼
プ
ー
ル
の
コ
ー
ス
貸
し
も

合
宿
の
中
で
要
請
が
あ
る
と
聞

い
た
の
で
条
例
等
改
正
し
た
。

マ
ラ
ソ
ン
な
ど
も
あ
る
施
設
を

活
用
し
た
取
組
を
考
え
る
。

質
問

　

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
整
備
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

国
体
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
考

え
施
設
の
整
備
は
必
要
だ
。

質
問

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
の
作

成
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

広
域
で
考
え
た
い
。

質
問

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
支
援
は
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

令
和
２
年
度
か
ら
助
成
を
拡

充
す
る
。
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尾島　　勲　議員

環
境
施
策

本町の持続可能な
未来のための施策は

町長/

第２次八頭町総合計画後期基本計画だ

質
問

　

環
境
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

①
第
５
次
環
境
基
本
計
画
の
ど

の
項
目
に
注
力
し
、
ど
の
よ
う

な
環
境
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す

る
の
か
。

②
環
境
・
経
済
・
社
会
を
融
合

さ
せ
、
い
か
に
地
域
循
環
共
生

圏
を
構
築
す
る
の
か
。

③
気
候
変
動
適
応
計
画
を
ど
う

捉
え
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

④
本
町
の
４
Ｒ（
リ
フ
ュ
ー
ズ
・

リ
デ
ィ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ

サ
イ
ク
ル
）
＋
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ

ル
（
再
生
可
能
資
源
へ
の
代
替

え
）
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
へ
と

繋
げ
る
の
か
。

⑤
持
続
可
能
な
開
発
の
た

め

の

教

育
（

Ｅ

Ｓ

Ｄ

＝

E
d
u
cation

 F
or S

u
stain

ab
le  

D
ev

elop
m

en
t

）
や
、
鳥
取
県

版
環
境
管
理
シ
ス
テ
ム
Ⅲ
種
を

取
り
入
れ
た
環
境
教
育
の
今
後

の
取
り
組
み
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
資
源
の
効
率
的
な
有
り
様
や

低
炭
素
の
取
り
組
み
な
ど
、
環

境
に
良
い
効
果
を
も
た
ら
す
こ

と
を
取
り
入
れ
施
策
を
進
め

る
。

　

そ
の
具
現
化
が
、
第
2
次
八

頭
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

だ
。

②
地
域
が
抱
え
る
課
題
や
問
題

を
、
地
域
の
自
然
や
特
色
あ
る

伝
統
文
化
な
ど
の
資
源
を
生
か

し
、
問
題
解
決
に
つ
な
げ
る
こ

と
だ
。

　

単
独
の
市
町
で
取
り
組
む
の

で
は
な
く
、
鳥
取
県
東
部
、
麒

麟
の
ま
ち
圏
域
に
よ
る
広
域
で

の
取
り
組
み
が
望
ま
し
い
。

　

こ
の
共
生
圏
の
取
り
組
み

は
、広
域
圏
域
の
共
通
の
課
題
・

目
標
と
し
て
今
後
進
め
る
。

③
計
画
策
定
の
要
否
は
検
討
・

協
議
し
た
い
が
、
地
方
公
共
団

体
の
責
務
と
さ
れ
る
気
候
変
動

に
関
す
る
各
種
施
策
、
気
候
変

動
適
応
に
資
す
る
事
業
活
動
を

促
進
す
る
。

④
各
集
落
で
環
境
美
化
推
進
員

研
修
会
を
開
催
し
、可
燃
ご
み
・

資
源
ご
み
な
ど
、
分
別
収
集
を

推
進
。

　

企
業
な
ど
か
ら
講
師
を
招

き
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題

な
ど
幅
広
く
研
修
を
実
施
し
て

い
る
。

　

町
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
に
協
力
を
頂
き
、
更
な

る
レ
ジ
袋
や
プ
ラ
ご
み
削
減
を

進
め
た
い
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

⑤
令
和
２
年
か
ら
小
学
校
、
令

和
３
年
か
ら
中
学
校
で
、
新
指

導
要
領
に
お
け
る
教
育
課
程
が

ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

新
し
い
教
科
書
に
は
、「
持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教

育
」
の
視
点
が
今
ま
で
以
上
に

取
り
扱
わ
れ
、
児
童
生
徒
は
各

教
科
書
の
中
で
環
境
問
題
に
つ

い
て
学
び
を
深
め
る
。

　

学
校
全
体
で
環
境
保
全
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
学
校
で
の

学
び
を
家
庭
や
地
域
、
そ
し
て

社
会
全
体
で
継
続
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
意
識
や
行
動
の

継
続
が
、
環
境
を
守
る
こ
と
に

繋
が
り
、
ま
た
、
そ
う
し
な
け

れ
ば
環
境
を
守
る
こ
と
が
出
来

な
い
こ
と
を
伝
え
て
行
き
た

い
。

▲　やがて海に流れ着くプラスチックゴミ
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岡嶋　正広　議員

同
和
問
題

啓発・教育の取り組み状況は

町長/行動につながる学習を行った

質
問

　

山
を
管
理
す
る
個
人
・
団
体

は
雑
木
林
で
も
山
林
と
し
て
固

定
資
産
税
を
支
払
い
、
２
０
２

４
年
度
か
ら
森
林
環
境
税
と
い

う
名
の
も
と
別
途
一
０
０
０
円

個
人
住
民
税
に
課
税
さ
れ
る
。

　

二
重
に
支
払
い
す
る
こ
と
に

な
り
公
平
性
に
欠
け
る
の
で
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

固
定
資
産
税
は
行
政
の
一
般

財
源
。
森
林
環
境
税
は
森
林
を

整
備
管
理
す
る
財
源
で
あ
り
、

全
く
別
の
性
質
を
持
ち
二
重
課

税
に
は
当
た
ら
な
い
。

質
問

　

森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

林
道
の
維
持
管
理
、
労
働
者

の
安
全
用
具
、
ド
ロ
ー
ン
の
導

入
等
幅
広
く
考
え
て
い
る
。

質
問

　

山
林
を
守
り
管
理
す
る
団
体

に
対
し
森
林
環
境
譲
与
税
の
一

部
で
支
援
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

団
体
に
は
支
援
し
、
個
人
に

は
支
援
し
な
い
と
い
う
こ
と
に

は
な
ら
な
い
。
難
し
い
。

質
問

　

管
理
委
託
で
き
な
い
森
林
を

ど
う
管
理
す
る
の
か
。
広
葉
樹

の
植
え
付
け
を
考
え
て
み
て
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

現
状
が
人
工
林
で
あ
っ
て
も

広
葉
樹
林
に
戻
し
て
い
く
方
向

で
考
え
て
い
る
。

森林経営
管理制度

森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
は

町
長
／

林
道
の
維
持
管
理
等

幅
広
く
考
え
て
い
る

質
問

　

部
落
差
別
解
消
推
進
法
が
施

行
さ
れ
て
３
年
、
啓
発
及
び
教

育
の
取
り
組
み
状
況
を
問
う
。

 

答
弁　

吉
田
町
長

　

各
集
落
の
学
習
会
で
法
律
の

周
知
、
歴
史
的
経
緯
等
を
確
認

し
、
具
体
的
行
動
に
つ
な
が
る

学
習
を
行
い
啓
発
を
図
っ
た
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

６
年
生
で
水
平
社
運
動
を
扱

う
内
容
、
中
学
校
で
は
入
社
志

願
書
の
問
題
点
に
つ
い
て
公
開

授
業
を
し
て
い
る
。

質
問

　

総
務
省
は
財
政
悪
化
を

理
由
に
し
た
給
料
抑
制
は

や
め
る
よ
う
通
知
し
た
と

の
こ
と
。

　

本
町
は
新
年
度
に
向
け

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
職
員

を
広
く
募
集
し
た
。
国
の

示
す
働
き
方
改
革
と
違
う

と
思
う
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

通
知
は
承
知
し
て
い

る
。
期
末
手
当
は
常
勤
職

員
と
同
等
支
給
す
る
予

定
。
報
酬
は
職
種
に
応
じ
て
設

定
し
、
職
務
の
量
・
勤
務
時
間

に
応
じ
た
額
を
予
定
。
法
の
趣

旨
を
踏
ま
え
て
い
る
。

質
問

　

持
っ
て
生
ま
れ
た
個
々
の
能

力
が
発
揮
で
き
る
社
会
づ
く
り

が
必
要
と
思
う
が
。

 

答
弁　

吉
田
町
長

　

進
学
奨
励
費
補
助
施
策
に
よ

り
進
学
率
が
上
が
っ
て
き
た
。

問
題
点
を
整
理
し
一
般
対
策
の

中
で
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。▲　人権問題講座の様子
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小原　徹也　議員

森
林
の
現
状

本町、森林の整備の到達点は

町長/

手入れされた状態に戻していきたい

質
問

①
過
去
の
営
林
事
業
の
結
果
、

現
状
の
山
林
を
見
て
、
住
民
の

方
か
ら
60
年
前
の
山
並
み
と
は

違
う
と
聞
く
が
。

②

－

⑴
雇
用
の
創
出
に
な
る
と

言
わ
れ
る
が
「
生
ま
れ
る
も
の

の
対
価
と
失
わ
れ
る
も
の
の
損

失
」ど
う
理
解
し
て
い
る
の
か
。

②

－

⑵
現
在
町
内
の
山
林
の
、

資
産
価
値
は
幾
ら
ぐ
ら
い
か
。

②

－

⑶
森
林
業
・
木
材
産
業
の

方
々
へ
の
、
支
援
の
在
り
方

を
、
過
去
を
鑑
み
て
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
く
の
か
。

③
先
祖
代
々
の
山
を
守
っ
て
お

ら
れ
る
方
か
ら
、
自
伐
型
林
業

を
伺
い
、
山
は
60
年
周
期
で
考

え
る
も
の
で
あ
る
が
、
先
代
の

思
い
は
伝
え
ら
れ
な
い
。
と
聞

き
、
こ
の
現
状
に
行
政
が
か
か

わ
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

④
今
一
度
、
野
生
動
物
の
食
料

と
な
る
木
や
雑
木
林
の
山
に
戻

す
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

⑤

－

⑴
森
林
行
政
を
進
め
る

中
、
野
生
動
植
物
と
人
間
と
の

「
共
存
と
調
和
」
並
び
に
、
人
災

と
な
ら
な
い
た
め
の
長
期
計
画

を
現
在
策
定
し
て
い
る
の
か
。

⑤

－

⑵
70
年
前
よ
り
生
活
ゾ
ー

ン
が
狭
く
な
っ
て
い
る
が
、昔
、

耕
作
地
の
木
を
伐
り
、
管
理
が

必
要
で
は
。

⑤

－

⑶
伐
採
に
、
作
業
道
を
つ

け
て
重
機
で
搬
出
す
る
事
が
災

害
を
誘
発
し
て
い
る
と
思
う

が
、
索
道
を
使
用
し
て
は
。

⑤

－

⑷
森
林
環
境
税
制
度
が
始

ま
る
中
、
町
長
は
ど
ち
ら
が
い

い
か
。
私
は
、
動
物
の
生
活
道

路
に
な
る
心
配
を
す
る
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
山
に
手
が
入
ら
な
く
な
り
、

残
念
な
が
ら
、
山
が
荒
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

②

－

⑴
皆
伐
で
、
す
べ
て
の
木

を
伐
採
し
て
も
、
き
ち
ん
と
植

林
し
、手
入
れ
を
し
て
い
け
ば
、

や
が
て
森
林
は
元
通
り
に
な
っ

て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

②

－

⑵
町
内
の
人
工
林
は
６
３

７
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、
立
米

あ
た
り
、
杉
９
６
０
０
円
、
ヒ

ノ
キ
１
６
０
０
０
円
。

②

－

⑶
杉
や
ヒ
ノ
キ
の
搬
出
に

対
し
、
県
が
立
米
あ
た
り
２
８

０
０
円
、
さ
ら
に
町
の
ほ
う
で

７
０
０
円
か
さ
上
げ
を
し
て
い

る
。

③
本
来
は
、
行
政
が
携
わ
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
風

に
思
っ
て
い
る
。メ
リ
ッ
ト
は
、

先
代
の
思
い
を
現
所
有
者
へ
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

④
野
生
動
物
の
食
料
と
な
り
、

木
や
雑
木
林
の
確
保
も
重
要
な

課
題
で
あ
る
。
現
在
、
町
で
は

森
林
林
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
中

だ
が
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
も
広

葉
樹
林
化
の
方
針
を
検
討
し
て

い
く
。

⑤

－

⑴
人
と
野
生
動
物
が
共
生

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
る
。

⑤

－

⑵
共
存
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
と
思
う
。

⑤

－

⑶
作
業
道
は
、
道
路
構
造

令
に
の
っ
た
道
路
で
は
な
い
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。

⑤

－

⑷
山
の
土
質
を
考
え
、
作

業
道
を
考
え
て
頂
け
た
ら
と
思

う
。
索
道
は
、
コ
ス
ト
的
に
難

し
い
。

▲　植林された耕作地の現状
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小倉　一博　議員

地
方
創
生

山に人が入る仕組みを

町長/

森林整備の体制を整える

質
問

　

次
の
課
題
に
つ
い
て
今
後
ど

う
取
り
組
む
の
か
。
新
年
度
予

算
で
ど
う
対
応
し
た
の
か
。

①
地
方
創
生
は
。

②
農
林
業
は
地
域
社
会
の
基
盤

で
あ
り
、
活
性
化
の
た
め
の
予

算
対
応
は
ど
う
か
。

③
教
育
や
子
育
て
支
援
へ
の
予

算
配
分
は
。
若
者
の
交
流
施
設

や
交
流
場
所
の
検
討
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
第
１
期
の
総
合
戦
略
で
計
画

し
た
56
事
業
中
39
事
業
で
目
標

達
成
し
、
順
調
に
地
方
創
生
の

進
捗
が
図
れ
た
。

　

第
２
期
総
合
戦
略
で
は
新
規

が
19
事
業
、
拡
充
10
事
業
、
継

続
66
事
業
を
予
定
。

②
農
業
関
係
の
主
な
事
業
は
戦

略
的
ス
ー
パ
ー
園
芸
団
地
整

備
、
梨
・
柿
・
ブ
ド
ウ
等
の
生

産
振
興
、
集
落
営
農
体
制
強
化

と
担
い
手
支
援
、
農
地
維
持
や

畜
産
振
興
な
ど
に
取
り
組
む
。

　

林
業
で
は
森
林
の
適
正
な
整

備
や
地
元
産
材
の
利
用
促
進
、

担
い
手
育
成
な
ど
林
業
活
性
化

に
取
り
組
む
。
森
林
環
境
譲
与

税
の
活
用
で
は
、
森
林
経
営
管

理
制
度
事
業
、
林
道
の
維
持
管

理
補
助
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

コ
ス
ト
試
算
等
を
計
画
。

③
平
成
27
年
に
「
子
ど
も
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
、

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
努
め
て
き
た
。
５
年

目
と
な
る
の
で
検
証
の
上
、
よ

り
実
効
性
の
高
い
支
援
策
へ
と

つ
な
げ
た
い
。

　

子
育
て
支
援
の
分
野
は
、
保

健
、
福
祉
、
教
育
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
。
各
分
野
に
お
い
て
予

算
措
置
を
し
て
い
る
。

　

子
育
て
家
庭
や
子
育
て
団
体

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点
と
し
て

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
改
修

し
て
い
る
。
児
童
が
安
心
し
て

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
屋
内
施
設

の
整
備
も
進
め
る
計
画
だ
。

質
問

　

地
方
創
生
は
第
２
期
の
計
画

案
が
示
さ
れ
た
。
町
民
の
検
討

委
員
会
か
ら
も
「
自
分
た
ち
の

こ
と
は
自
分
た
ち
で
」
と
い
う

趣
旨
の
提
言
も
あ
っ
た
。

　

地
方
創
生
は
住
民
が
傍
観
者

で
な
く
当
事
者
と
な
れ
る
よ
う

に
、事
業
に
関
係
す
る
団
体
や
、

関
係
者
と
相
談
を
し
な
が
ら
進

め
て
も
ら
い
た
い
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

ま
ち
づ
く
り
は
町
民
皆
様
方

の
協
力
な
し
に
は
で
き
な
い
。

多
く
の
皆
様
方
に
係
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問

　

昔
の
家
は
ほ
と
ん
ど
山
の
木

で
作
っ
た
。
燃
料
も
山
か
ら
手

に
入
れ
、
山
は
財
産
だ
っ
た
。

　

今
は
家
に
も
燃
料
に
も
ほ
ぼ

必
要
が
な
い
中
で
の
環
境
税

だ
。

▲　まずは山に入る仕組みづくりを

　

林
業
経
営
よ
り
も
山
の
保
全

と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
山
に

人
が
入
る
仕
組
み
も
検
討
し
て

も
ら
い
た
い
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

森
林
経
営
の
管
理
シ
ス
テ
ム

を
地
域
に
根
付
か
せ
る
こ
と
が

一
番
。
時
間
は
か
か
る
が
体
制

を
整
え
た
い
。

※
そ
の
他
の
質
問

環
境
問
題
と
安
全
安
心
な
社
会

づ
く
り
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▲　日常を変える行き違いホーム（八東駅）

森　亜紀子　議員

公
共
交
通

若桜鉄道の責任は

町長/

公共交通を守っている責任を感じている

質
問

　

若
桜
鉄
道
の
ダ
イ
ヤ
も
決
ま

り
本
数
が
増
加
。
や
ず
バ
ス
な

ど
も
含
め
持
続
可
能
な
公
共
交

通
と
言
え
る
の
か
。

①
若
桜
鉄
道
運
転
手
の
応
募
は
。

②
郡
家
駅
で
の
接
続
に
よ
る
利

用
増
の
見
込
み
は
。

③
観
光
列
車
の
予
約
状
況
は
。

④
や
ず
バ
ス
見
直
し
や
検
討
は
。

⑤
他
の
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
若
桜
町
が
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
と
し
て
募
集
。
数
件
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
が
現
在
ま
で

申
込
み
が
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

②
特
急
列
車
へ
の
乗
継
ぎ
が
可

能
で
、利
便
性
が
改
善
さ
れ
る
。

　

観
光
列
車
の
整
備
で
平
成
30

年
度
の
35
万
人
か
ら
令
和
２
年

度
は
２
万
人
増
と
見
込
む
。

③
４
両
の
う
ち
３
両
が
観
光
列

車
な
の
で
通
常
運
行
の
列
車
に

乗
る
観
光
ツ
ア
ー
が
増
加
見
込

み
。
土
日
の
貸
切
列
車
ツ
ア
ー

は
減
少
と
予
想
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
キ
ャ
ン
セ

ル
も
出
て
い
る
。
今
後
の
推
移

を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

④
現
在
７
路
線
で
運
行
。
利
用

者
の
要
望
で
ダ
イ
ヤ
編
成
し
た
。

⑤
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
事
業
は
運

転
手
不
足
で
持
続
可
能
な
交
通

手
段
と
し
て
は
不
安
定
要
素
を

含
む
状
況
。
今
後
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で

自
家
用
有
償
運
送
の
移
動
手
段

な
ど
共
助
の
仕
組
み
も
必
要
。

質
問

　

社
員
の
働
き
方
改
革
を
考
え

る
と
、
便
数
増
で
保
守
点
検
業

務
な
ど
が
増
え
る
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

体
制
は
３
月
か
ら
司
令
員
が

安
心
安
全
の
対
応
を
し
て
い
る
。

質
問

　

増
便
で
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
利
用

促
進
と
あ
る
が
、
Ｊ
Ｒ
で
出
張

す
る
際
は
郡
家
ま
で
車
を
利
用

す
る
人
が
多
い
と
思
う
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

今
ま
で
以
上
に
乗
継
ぎ
が
増

え
る
の
で
様
子
を
見
た
い
。

質
問

　

今
後
の
ダ
イ
ヤ
は
住
民
の
ニ
ー

ズ
を
分
析
し
検
証
す
る
の
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

ダ
イ
ヤ
改
正
の
協
議
は
２
年

か
か
っ
た
。
１
０
０
点
満
点
に

す
る
こ
と
は
難
し
い
。

 

質
問

　

若
桜
か
ら
大
阪
行
き
の
日
交

バ
ス
の
接
続
は
ど
う
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

時
間
の
調
整
を
し
て
い
る
が

ま
だ
結
果
は
言
え
な
い
。

質
問

　

若
桜
鉄
道
利
用
促
進
実
行
委

員
会
と
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

県
と
鳥
取
市
、
本
町
と
若
桜

町
の
首
長
や
担
当
課
で
組
織
。

質
問

　

本
町
だ
け
で
は
人
と
お
金
に

限
界
が
あ
る
。
県
や
市
と
も
連

携
し
て
マ
イ
レ
ー
ル
運
動
の
気

運
を
高
め
て
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

本
委
員
会
は
沿
線
の
産
業
経

済
の
発
展
と
住
民
生
活
の
向
上

を
資
す
る
こ
と
が
目
的
。
若
桜

鉄
道
の
利
用
促
進
も
そ
の
一
つ
。

質
問

　

大
き
な
予
算
を
使
う
若
桜
鉄

道
の
取
締
役
と
し
て
の
責
任
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

本
当
に
か
な
り
の
金
額
を
投

入
し
て
、
公
共
交
通
を
守
っ
て

い
る
責
任
を
感
じ
て
い
る
。

※
そ
の
他
の
質
問

・ 

未
設
置
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
進
捗
状
況
に
つ
い
て

・
町
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
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▲　山上地内のチップ工場

中村　美鈴　議員

質
問

　

本
町
の
人
口
は
、
減
少
傾
向

で
老
齢
人
口
は
増
え
続
け
、
生

産
人
口
を
上
回
る
。

①
65
歳
以
上
の
独
居
の
人
は
本

町
に
ど
れ
位
か
。
居
場
所
づ
く

り
の
必
要
性
は
。

②
「
お
と
な
食
堂
」
の
取
り
組

み
と
、
多
世
代
と
の
交
流
拠
点

で
安
価
で
食
事
の
提
供
は
で
き

な
い
か
。

③
公
共
の
空
き
施
設
の
活
用
が

出
来
な
い
か
。
課
題
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
平
成
27
年
国
勢
調
査
５
４
７

世
帯
か
ら
８
８
４
世
帯
で
令
和

元
年
１
０
７
６
世
帯
で
１
９
２

世
帯
増
加
。
今
年
10
月
の
国
勢

調
査
の
推
計
は
７
０
０
世
帯

で
、居
場
所
づ
く
り
は
重
要
だ
。

②
子
ど
も
食
堂
は
大
人
の
利
用

も
可
能
。
月
１
回
委
員
会
ス

タ
ッ
フ
や
参
加
者
が
料
理
を

循
環
型
社
会

日本はエネルギー自給率の
向上が課題だが

町長／
町として積極的に支援、

　 協力したい

作
っ
た
り
、
作
れ
な
い
地
区
は

お
弁
当
を
注
文
し
ラ
ン
チ
会
を

行
う
。
利
用
料
金
は
１
回
３
０

０
円
か
ら
５
０
０
円
で
、
地
区

の
委
員
会
便
り
で
案
内
し
て
い

る
。
子
ど
も
は
無
料
。

③
３
つ
の
旧
保
育
所
が
空
き
施

設
だ
。
旧
船
岡
保
育
所
は
、
船

岡
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
や

八
頭
町
文
化
協
会
の
活
動
拠
点

で
決
定
済
み
だ
。
旧
丹
比
保
育

所
は
、
他
の
活
用
や
撤
去
で
検

討
。
旧
八
東
保
育
所
は
撤
去
を

検
討
。
旧
八
東
小
学
校
は
、
改

修
に
多
額
の
費
用
が
必
要
で
、

八
東
地
区
公
民
館
、
中
央
人
権

啓
発
セ
ン
タ
ー
で
開
始
予
定

だ
。
課
題
は
建
物
や
設
備
の
老

朽
化
だ
。
学
校
は
施
設
が
大
き

い
。

高齢者の居
場所づくり

65
歳
以
上
の
一
人
暮
し

高
齢
者
が
年
々
増
加
だ
が

町
長
／

居
場
所
づ
く
り
は
重
要
だ

質
問

　

日
本
は
世
界
４
位
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
国
と
い
わ
れ
て
い

る
。
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
。

①
本
町
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
取
り
組
み
状
況
と
必
要
性

は
。

②
木
材
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
で
、
地
域
づ
く
り
の
推

進
を
ど
う
思
う
か
。

③
山
林
が
荒
れ
、
整
備
の
た
め

の
人
材
育
成
や
新
た
な
産
業
を

考
え
、
観
光
面
や
雇
用
に
つ
な

が
る
か
。
課
題
は
何
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
独
自
の
施
設
は
未
整
備
だ

が
、
町
が
助
成
、
支
援
し
た
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
は
、
福
地

の
太
陽
光
発
電
や
県
の
企
業
局

が
落
岩
に
整
備
し
た
小
水
力
発

電
施
設
を
、
積
極
的
に
支
援
、

協
力
し
た
い
。

②
岡
山
県
真
庭
市
が
有
名
で
、

地
元
の
間
伐
材
を
チ
ッ
プ
化

し
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
用
燃
料

と
し
て
地
域
電
力
会
社
が
、
固

定
買
い
取
り
価
額
で
売
電
し
運

営
し
て
い
る
。
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
有
効
だ
が
、
活
用

を
検
討
し
令
和
２
年
度
は
事
業

費
や
コ
ス
ト
面
な
ど
の
試
算
を

行
い
、
今
後
の
議
論
の
資
料
と

し
た
い
。

③
林
業
事
業
体
と
町
で
役
割
分

担
し
、
林
業
に
適
し
た
森
林
は

林
業
事
業
体
が
、
不
適
な
森
林

は
町
が
森
林
経
営
管
理
制
度
で

整
備
を
進
め
る
。
間
伐
の
事
業

量
が
増
加
す
れ
ば
、
雇
用
確
保

に
繋
が
る
。
整
備
が
進
め
ば
観

光
面
の
遊
歩
道
の
整
備
や
、
林

業
経
験
な
ど
の
事
も
考
え
ら
れ

る
。
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川西　　聡　議員

全
国
首
長
九
条
の
会

参加の意思はないか

町長/
意思を表明する気はない
　判断は任せる

質
問

　

自
治
体
の
首
長
と
経
験
者
に

よ
る
「
全
国
首
長
九
条
の
会
」

（
以
下
、「
会
」
と
云
う
）
の
結

成
の
集
い
が
昨
年
11
月
に
都
内

で
行
わ
れ
た
。
そ
の
日
現
在
で

現
職
13
人
を
含
む
１
３
１
人
が

賛
同
・
呼
び
か
け
人
に
連
名
。

集
い
に
は
玉
木
沖
縄
県
知
事
・

嘉
田
参
議
院
議
員
・
武
村
元
滋

賀
県
知
事
ら
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
、
２
５
０
人
が
参
加
。

　

憲
法
の
９
条
改
憲
が
攻
防
に

入
っ
た
今
、
こ
の
会
は
全
国
７

０
０
０
を
超
え
る
地
域
や
分
野

の
「
九
条
の
会
」
と
歩
み
を
共

に
９
条
の
理
念
を
高
く
掲
げ
堅

持
、
実
践
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
運
動
を
進
め
て
い
る
。

　

町
長
の
「
会
」
へ
の
認
識
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

憲
法
９
条
は
、
第
１
項
で
「
戦

争
の
放
棄
」、
第
２
項
の
前
段
で

「
戦
力
の
不
保
持
」、
後
段
で
「
交

戦
権
の
否
認
」
の
基
本
的
要
素

か
ら
構
成
さ
れ
、
憲
法
を
平
和

憲
法
と
呼
ぶ
の
は
前
文
と
９
条

の
存
在
に
由
来
し
て
い
る
。

　

９
条
改
正
は
、
様
々
な
解
釈

や
議
論
が
さ
れ
て
い
る
。
現
時

点
で
は
改
正
案
は
正
式
な
内
容

鳥獣被害防止対策

八
東
総
合
運
動
公
園
の

景
観
悪
化
の
対
応
は

町
長
／

地
元
集
落
と
協
議
、
侵
入

防
護
柵
設
置
な
ど
検
討
中

▲　鳥獣侵入の防止柵設置が未整備

　　（八東総合運動公園）

質
問

　

公
園
に
は
以
前
か
ら
猪
や
鹿

の
出
没
が
あ
る
。
侵
入
防
止
柵

の
設
置
は
地
元
集
落
の
理
解
を

得
て
一
定
の
措
置
は
施
さ
れ
て

い
る
が
、
施
策
が
不
十
分
な
た

め
動
物
が
侵
入
し
公
園
を
汚
し

て
い
る
の
が
現
状
だ
。
町
内
外

の
利
用
者
か
ら
「
景
観
上
宜
し

く
な
い
」
と
の
苦
情
が
あ
る
。

早
急
な
対
応
が
必
要
だ
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

公
園
の
外
周
道
路
に
沿
い
、

山
林
か
ら
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め

対
応
策
を
検
討
し
て
い
る
。

質
問

　

現
段
階
で
の
検
討
策
は
何
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

（
侵
入
防
止
柵
設
置
の
）
地
元

の
費
用
負
担
も
あ
る
が
、
労
力

が
大
き
な
課
題
だ
。
例
え
ば
学

で
は
な
い
。「
会
」
は
現
在
の

情
報
を
基
に
し
た
改
正
反
対
の

取
組
だ
と
考
え
る
。

質
問

　

町
長
は
「
会
」
へ
の
参
加
の

是
非
を
明
ら
か
に
し
て
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

憲
法
改
正
は
問
題
を
理
解
し

最
終
的
に
国
民
投
票
が
必
要

だ
。

質
問

　

何
故
、
一
足
飛
に
国
民
投
票

に
な
る
の
か
。質
問
の
答
え
を
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

住
民
の
生
命
財
産
を
守
る
の

が
私
の
仕
事
だ
。
答
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
は
考
え
な
い
。

質
問

　

地
方
自
治
は
憲
法
５
原
則
の

一
つ
で
国
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
責

務
が
あ
る
。判
断
出
来
な
い
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

参
加
の
意
思
を
表
明
す
る
気

は
な
い
。
判
断
は
任
せ
る
。

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
労
力

減
、
檻
や
罠
な
ど
を
沢
山
仕
掛

け
る
な
ど
の
併
用
を
検
討
中
。

※
そ
の
他
の
質
問

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

及
び
県
内
実
施
予
定
の
同
調
査

へ
の
参
加
の
是
非
に
つ
い
て
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▲　仕事に励む日常の風景

髙橋信一郎　議員

質
問

　

後
期
基
本
計
画
は
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
策

定
し
た
の
か
。
ま
た
、
過
去
の

補
助
金
・
委
託
費
の
支
出
が
妥

当
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
全
体

的
に
費
用
対
効
果
の
検
証
は
な

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

主
な
新
規
事
業
と
し
て
は
、

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
制
度
の
導
入
。
妊
娠
期
に
お

け
る
タ
ク
シ
ー
助
成
な
ど
を
実

施
す
る
。

　

費
用
の
検
証
は
、
監
査
委
員

の
検
査
を
受
け
適
正
に
執
行
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い

る
。
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
は

事
業
ご
と
に
評
価
表
を
作
成
し

実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
適
正

に
執
行
し
て
い
き
た
い
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

学
校
を
地
域
で
育
て
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
を
導
入
。
そ
し
て
世

界
で
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
の

観
点
で
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
・

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
教
育
な
ど
を
推

進
し
て
い
く
。

総
合
計
画

後期基本計画で前期方針を
見直したところは

町長/

前期方針を変更するものではない

質
問

　

財
政
計
画
を
見
る
と
予
算
規

模
が
ず
っ
と
１
０
０
億
円
余
り

で
続
い
て
い
る
。
５
年
後
に
は

人
口
が
２
，０
０
０
人
も
減
り
、

そ
れ
に
併
せ
て
サ
ー
ビ
ス
量
も

減
る
の
に
予
算
規
模
が
一
緒
な

の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

　

そ
し
て
、
こ
の
中
で
一
番
気

に
な
る
の
が
、
自
主
財
源
が
増

え
る
計
画
に
な
っ
て
い
な
い
こ

と
。
こ
の
努
力
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

合
併
以
来
、
一
般
会
計
で
１

０
０
億
と
い
う
目
安
が
あ
っ

た
。大
型
事
業
等
々
を
行
え
ば
、

１
０
０
億
を
切
れ
な
い
と
い
う

の
が
現
状
だ
。
こ
れ
か
ら
高
齢

化
が
進
む
と
扶
助
費
が
増
え
て

く
る
の
も
そ
の
要
因
だ
。

　

自
主
財
源
の
確
保
は
難
し
い

が
、
固
定
資
産
税
や
町
民
税
が

主
体
と
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。

質
問

　

５
年
前
、
約
60
億
円
も
あ
っ

た
積
立
金
（
基
金
）
が
昨
年
か

ら
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ

の
理
由
は
。

　

ま
た
、
こ
の
貯
金
も
５
年
後

に
は
40
億
円
ま
で
減
る
計
画
。

貯
金
に
手
を
付
け
る
と
い
う
こ

と
は
非
常
事
態
と
い
う
こ
と
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

積
立
金
は
結
果
で
あ
っ
て
、

財
政
計
画
に
計
上
し
な
い
と
い

う
の
が
ル
ー
ル
。
総
務
省
の
方

で
も
基
金
を
持
っ
て
い
る
自
治

体
に
は
交
付
税
を
削
減
し
て
も

い
い
と
い
う
話
も
あ
る
。

　

極
力
、
基
金
に
は
手
を
付
け

ず
予
算
編
成
し
た
い
が
、
昨
年

は
小
・
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
整

備
で
約
５
億
６
千
万
。
今
年
も

４
億
７
千
万
予
算
化
し
て
い
る
。

質
問

　

観
光
協
会
は
任
意
団
体
。
派

遣
相
手
が
公
益
法
人
な
ら
ま
だ

し
も
、
地
方
公
務
員
法
で
は
職

員
の
派
遣
を
禁
止
し
て
い
る
が

大
丈
夫
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

出
向
で
は
な
く
、
商
工
観
光

室
付
き
で
観
光
協
会
の
事
務
局

も
兼
務
し
て
い
る
と
い
う
認
識

だ
。
一
般
社
団
法
人
化
し
て
活

動
を
今
よ
り
積
極
的
に
展
開
し

た
い
。
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栄田　秀之　議員

予
算
１
０
６
億
円

人件費の占める割合は

町長/会計年度任用職員制度で増加

質
問

　

予
算
は
納
め
た
税
金
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
、
そ
の
効
果
が

住
民
に
ど
の
よ
う
に
還
元
さ
れ

た
か
を
判
断
す
る
基
礎
に
な

る
。

　

同
時
に
支
出
の
限
度
と
内
容

を
制
限
す
る
拘
束
力
を
持
つ
。

①
総
務
省
よ
り
の
留
意
事
項
、

簡
素
で
効
率
的
な
質
の
高
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
予
算
に

ど
う
反
映
し
て
い
る
の
か
。

②
窓
口
業
務
の
民
間
委
託
に
つ

い
て
予
算
へ
の
反
映
は
。

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
活

用
の
推
進
・
目
標
は
、
予
算
は
。

④
予
算
に
お
け
る
人
件
費
の
占

め
る
割
合
は
。

⑤
町
税
等
徴
収
目
標
及
び
徴
収

対
策
は
。

⑥
経
常
収
支
比
率
及
び
前
年
度

と
の
比
較
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
促

進
、
シ
ス
テ
ム
の
共
同
化
、
情

報
資
産
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
計
上
し
た
。

②
予
算
計
上
し
て
い
な
い
。

③
全
国
平
均
の
15
％
を
上
回
る

目
標
と
し
た
。

④
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の

導
入
に
よ
り
構
成
比
は
前
年
よ

り
５
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
。

⑤
全
税
目
の
前
年
よ
り
徴
収
率

の
ア
ッ
プ
。

⑥
99
・
３
％
見
込
み
、
会
計
年

年
度
任
用
職
員
制
度
が
主
因
。

質
問

　

コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
発
行

は
な
ぜ
進
ま
な
い
の
か
、
自
治

体
ク
ラ
ウ
ド
化
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

令
和
８
年
度
ま
で
に
と
、
県

下
で
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

後期基本計画

災
害
対
応
と
し
て
の
庁
舎
を

町
長
／

取
り
組
み
た
い

質
問

　

こ
の
計
画
は
、
時
代
の
変
化

に
的
確
に
柔
軟
に
対
応
し
町
政

運
営
を
図
る
と
あ
る
。

①
芸
術
・
文
化
振
興
に
よ
る
環

境
変
化
へ
の
対
応
策
は
。

②
定
員
適
正
化
管
理
の
取
り
組

み
は
。

③
公
共
施
設
の
適
正
配
置
に
お

け
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
は
。

④
今
後
の
庁
舎
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
取
り
組
み
は
。

⑤
役
場
新
庁
舎
の
建
設
へ
の
取

り
組
み
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
芸
術
文
化
施
設
と
し
て
旧
安

部
小
の
改
修
を
考
え
て
い
る
。

②
簡
素
で
機
能
性
の
高
い
組
織

効
率
的
運
営
の
推
進
を
行
う
。

③
新
た
な
施
設
の
建
設
に
は
ス

ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
を
実
施
し

保
有
総
量
の
抑
制
を
図
る
。

④
⑤
改
め
て
庁
舎
建
設
等
検
討

委
員
会
で
審
議
し
、
結
果
を
基

に
協
議
し
た
い
。

質
問

　

災
害
対
応
と
し
て
庁
舎
の
拠

点
整
備
が
、
今
大
き
く
求
め
ら

れ
て
い
る
。
合
併
特
例
債
が
６

年
度
ま
で
延
長
さ
れ
た
、
大
事

業
の
予
定
も
な
く
財
政
計
画
の

公
債
費
は
12
億
円
か
ら
13
億

円
、
基
金
残
高
は
59
億
円
。

　

こ
の
時
期
、
庁
舎
問
題
を
検

討
す
る
の
に
適
期
だ
。検
討
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

防
災
が
一
番
、
防
災
本
部
拠

点
は
大
事
に
な
る
。
合
併
特
例

債
の
延
長
は
有
意
義
な
財
源
だ
。

取
組
み
す
る
よ
う
考
え
た
い
。

※
そ
の
他
の
質
問

公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
に
つ

い
て

▲　築51年経過した役場本庁舎
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一
　
　
般
　
　
質
　
　
問　　　　　
こ

こ

が

聞

き

た

い
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○不採択としたもの

件　　　　　　　　　名 提　　出　　者 理　　　由 備　　考

公定価格の改善、待機児童解消、

保育士の処遇改善のための必要な

措置を求める意見書の提出を求め

る陳情書

鳥取の保育を考える会

会長　石井　由加利

待機児童など、本町の

現状にそぐわない。

厚生労働省による公立・公的病院名

の公表の白紙撤回と地域医療の充実

を求める意見書の提出を求める陳情

鳥取県医療労働組合連

合会

執行委員長　池原裕子

他１名

日本軍「慰安婦」問題の真の解決

を求める意見書を提出するよう求

める陳情書

新日本婦人の会鳥取県

本部

会長　山内　淳子

2015年12月「最終的か

つ不可逆的な解決」を

日韓政府で確認してい

るため。

女性差別撤廃条約選択議定書のす

みやかな批准を求める陳情

新日本婦人の会鳥取県

本部

会長　山内　淳子

条約は1985年６月に批

准、議定書は方法論で

あるため。

選択的夫婦別姓の導入など、一日

も早い民法改正を求める意見書提

出を求める陳情

新日本婦人の会鳥取県

本部

会長　山内　淳子

現状で実施されてお

り、民法改正までには

及ばない。



あるべき姿を考えています

議会改革推進調査特別委員会

平成29年度に検討事項を優先順、重要性、

緊急度に分類した。

問題をグループ分けし「議会報告会」

「議会だより」「本会議等可視化」。

これらを小委員会で検討した。

実施したもの

① 平成29年度町民アンケートを1000人へ依頼し362人から回答。集計したものを活動へ反映する。

② 議会報告会を町民参加型の「カフェ＆トーク」にし、意見交換会で上がったものを集約し町行

政へ提出した。

③ 30年度中学生議会、令和元年度高校生議会を開

催した。

④議会広報の発行を１か月短縮した。

⑤令和元年議会広報モニター制度を実施した。

検討中のもの

①議員報酬

②議員定数

令和元年12月に各議員の報酬定数の意見調査を実施した。

令和２年は月２回の委員会を実施し６月に方向性

を出す。執行機関において第３者による報酬審議

会が設置され審議する予定。

③議会基本条例の見直し

平成27年度に制定した条例の見直しを項目ごとに

検討中。

④本会議等の可視化

情報公開は機器等の配備について検討したが課題

もあり継続調査していく。

⑤その他

議員研修の方法や、委員会の活性化など検討中。

これからも情報を公開してわかりやすく、行動する議会になるよう議会改革を推進

していきます！！

中間報告
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どうしたら身近な議会だよりになるのか

～議会広報モニター会議～

年４回発行される議会だよりに対して議会広報モニターから意見を聞くためにアンケートを実施して

いる。今回、広報委員と共有する会議を開催した。

出てきた意見

①表紙写真の色使い、弱視の視点がほしい。ユニバーサルデザインの検討を。

②ページの段が６段から５段になり見やすくなった。

③議案と審議結果が離れて掲載されているので連動できるしくみが欲しい。

④一般質問は丁寧な説明が必要だ。結果がどうなったのか。

　追跡することも大切なのでは。

⑤特集のページや、委員会の活動など動きのあるものを入れる。

⑥専門用語には説明が必要だ。

⑦議員の出欠表、賛否表などは知りたい情報だがレイアウトに気を付けて。

⑧住民の声を聞くドリームトークは寄稿なのか、取材なのか明確にする。

貴重な意見を直接聞く機会を持ち広報委員一同大変参考になりました。これからの

活動に活かしていきます。

広報モニターになっ

てから意識して読む

ようになった。

見やすくするのは大

事だが内容を充実す

ることも必要だ。

知りたいことと伝え

たいこと。ここをど

う埋めるのか。

令和２年２月 18日開催

モニター４人出席
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○全会一致で可決・認定したもの

議案等
番　号

件　　　　　名
議案等
番　号

件　　　　　名

第１回臨時会

1
八頭町移動系デジタル防災行政無線整備工事請
負変更契約の締結

４ 令和元年度八頭町一般会計補正予算（第８号）

3
町道ホウキ線道路災害復旧工事（30年災第331
号）請負変更契約の締結

第２回定例会

5 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること 39
令和元年度八頭町簡易水道特別会計補正予算
（第４号）

6 町道の路線認定 40
令和元年度八頭町住宅資金特別会計補正予算
（第２号）

7 町道の路線変更 41
令和元年度八頭町公共下水道特別会計補正予
算（第４号）

10 八頭町過疎地域自立促進計画の変更 42
令和元年度八頭町農業集落排水特別会計補正
予算（第３号）

11 新町まちづくり計画の変更 43
令和元年度八頭町介護保険特別会計補正予算
（第４号）

13 町有財産（土地）の処分 44
令和元年度八頭町宅地造成特別会計補正予算
（第１号）

16
八頭町長等の損害賠償責任の一部免責に関す
る条例の制定

45
令和元年度八頭町墓地事業特別会計補正予算
（第１号）

17 八頭町中私都グラウンド芝生広場条例の制定 46
令和元年度八頭町後期高齢者医療特別会計補
正予算（第１号）

18 八頭町監査委員条例の一部改正 47
令和元年度八頭町篠波財産区特別会計補正予
算（第１号）

19
八頭町職員の服務の宣誓に関する条例の一部
改正

51 令和２年度八頭町住宅資金特別会計予算

20
八頭町職員の育児休業等に関する条例の一部
改正

52 令和２年度八頭町公共下水道特別会計予算

21
八頭町特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例の一部改正

53 令和２年度八頭町農業集落排水特別会計予算

22
八頭町会計年度任用職員の給与及び費用弁償
に関する条例の一部改正

55 令和２年度八頭町宅地造成特別会計予算

23
八頭町職員の分限に関する手続及び効果に関
する条例の一部改正

56 令和２年度八頭町墓地事業特別会計予算

24 八頭町職員の給与に関する条例の一部改正 58 令和２年度八頭町上私都財産区特別会計予算

25
八頭町技能労務職員の給与の種類及び基準に
関する条例の一部改正

59
令和２年度八頭町市場、覚王寺財産区特別会
計予算

26 八頭町職員等の旅費に関する条例の一部改正 60
令和２年度八頭町上津黒、下津黒財産区特別
会計予算

27
八頭町家庭的保育事業等の設備運営に関する
基準を定める条例の一部改正

61 令和２年度八頭町篠波財産区特別会計予算

28
八頭町消防団員の定員、任免、給与、服務等
に関する条例の一部改正

62 令和２年度八頭町大江財産区特別会計予算

29
八頭町被災者住宅再建等支援事業助成条例の
一部改正

63
人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
（その１）

35 八頭町行政区長設置条例の廃止 64
人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
（その２）

38
令和元年度八頭町国民健康保険特別会計補正
予算（第３号）

65
令和元年度八頭町一般会計補正予算
（第10号）

議 案 等 議 決 結 果
（第1回臨時会・第2回定例会）

よく分かる
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議案等

番　号

議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

結

　
　果

件　　　　　名

奥
田
の
ぶ
よ

川
西

　
　聡

小
倉

　一
博

小
林

　久
幸

森

　亜
紀
子

中
村

　美
鈴

岡
嶋

　正
広

坂
根

　實
豊

小
原

　徹
也

尾
島

　
　勲

髙
橋
信
一
郎

下
田

　敏
夫

栄
田

　秀
之

第１回臨時会

2
麻生道路災害復旧工事（30年災10－201）請負

変更契約の締結
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

第２回定例会

8
鳥取市及び八頭郡八頭町における連携中枢都市

圏の形成に係る連携協約の一部変更
○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

9 八頭町辺地に係る総合整備計画の変更 ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

12 債権の放棄（簡易水道料金債権） ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

14 町有財産（建物）の処分（下町五班集会所） ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

15 町有財産（建物）の処分（下町五班農機具保管庫）○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × 可決

30 八頭町集会所条例の一部改正 ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

31 八頭町農業用施設等条例の一部改正 ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

32 やずミニSL博物館条例の一部改正 ○ × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × 可決

33 八頭町社会体育施設条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

34 八頭町簡易水道事業給水条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

36 八頭町霊きゅう自動車使用料条例の廃止 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

37 令和元年度八頭町一般会計補正予算（第９号） ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

48 令和２年度八頭町一般会計予算 ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

49 令和２年度八頭町国民健康保険特別会計予算 ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

50 令和２年度八頭町簡易水道特別会計予算 ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

54 令和２年度八頭町介護保険特別会計予算 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

57 令和２年度八頭町後期高齢者医療特別会計予算 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

陳情１

公定価格の改善、待機児童解消、保育士の処遇改

善のための必要な措置を求める意見書の提出を

求める陳情書

× ○ × × × × × × × × × × × 不採択

陳情２

厚生労働省による公立・公的病院名の公表の白紙

撤回と地域医療の充実を求める意見書の提出を

求める陳情

× ○ × × ○ × ○ × ○ × × × ○ 不採択

陳情３
日本軍「慰安婦」問題の真の解決を求める意見書

を提出するよう求める陳情書
× ○ × × × × × × × × × × × 不採択

陳情４
女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准

を求める陳情
× ○ × × × × × × × × × × × 不採択

陳情５
選択的夫婦別姓の導入など、一日も早い民法改正

を求める意見書提出を求める陳情
× ○ × × × × × × × × × × × 不採択

発議１

公立・公的424病院に対する具体的対応方針の「再

検証」要請を白紙撤回し、地域医療を充実するよ

う求める意見書の提出

× ○ × × ○ × ○ × ○ × × × ○ 否決

賛成「○」、反対「×」　議案の採決は、谷本正敏議長を除く13人で行う。

○賛否の分かれたもの
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再生紙と環境にやさしい大豆油インキを使用し印刷しています
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定例会本会議をケーブルテレビで中継しています

議会の傍聴をしてみませんか
一般質問は再放送しています

TEL.0858-72-3975　FAX.0858-72-2641（議会事務局） 八頭町議会

　
平
成
の
終
わ
り
は
災
害
が
頻
繁

に
起
こ
り
、
昨
年
か
ら
新
し
い
令
和

の
時
代
が
始
ま
り
「
ど
ん
な
年
に
な

る
の
か
な
。
平
和
な
年
に
な
り
ま
す

様
に
」
と
令
和
２
年
が
本
格
的
に
始

ま
っ
た
と
た
ん
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
」
と
い
う
未
知
の
ウ
イ
ル
ス

が
世
界
中
に
死
者
を
も
た
ら
し
日

本
で
も
大
混
乱
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
３
月
の
定
例
会
も
無

事
に
今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
が
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
質

問
は
10

人
の
議
員
が
登
壇
す
る
中
、

執
行
部
側
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
配
慮
し
た
対
応
で
人
数
も

半
分
に
減
ら
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
無
事
に
終
わ
っ
て
ホ
ッ
ト
し
て
い

ま
す
が
、
一
日
も
早
い
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
「
議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー
」
の

意
見
も
参
考
に
町
民
に
分
か
り
や
す

い
広
報
作
り
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
記
：
中
村
美
鈴
）

委
員
長
　
　
奥
田
の
ぶ
よ
　

副
委
員
長
　
小
林
　
久
幸
　

委
員
　
　
　
森
　
亜
紀
子
　

委
員
　
　
　
中
村
　
美
鈴
　

委
員
　
　
　
髙
橋
信
一
郎
　

委
員
　
　
　
下
田
　
敏
夫
　

委
員
　
　
　
栄
田
　
秀
之
　

編 集 委 員 編

集

後

記

八頭町ホームページで

　議会会議録がご覧いただけます！
八頭町ホームページから、

八頭町議会メニューへ入ると、

会議録がご覧いただけます！

・ 発言者や会議期間などでの抽出検索もできま

す。

・ 平成17年議会以降の本会議会議録がご覧いただ

けます。

・スマートフォンからもご覧いただけます。

　 （下のＱＲコードを読み込んで会議録検索シス

テムをタッチ）

クリック！

クリック！
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